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1.はじめに 


















































                                                          
1 石川教授（[2006], 41頁） 
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4 株式会社にあっては 1,000万円、有限会社（出資金）にあっては 300万円がその最低資本金額として定
めるものである。 
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6 島原教授（[2005], 29頁）。 
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7 斎藤教授（[2002], 65頁）。 
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図表－1 
1982年（昭和 57年）4月              2000年（平成 12年）3月改正 



































                                                          
8 平成 13年商法以前の商法 289条第 1項参照。 




  株式払込剰余金 











  ・株式払込剰余金 


































































                                                          
10 その他、小林教授（[2002], 30-31頁）。中村教授（[2002], 5頁）。 
11 野口教授（[2002], 15頁）。 
12 森川教授（[2002], 24-26頁）。 
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14 資本金を“零”であることを可能とする根拠は、会社法 447条 2項及び省令である会社計算規則 74条
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18 桜井久勝著『財務会計講義<第 7版>』中央経済社, 2006年。254、278頁を参考に作成。 
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図表-2 
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19 この点は野口教授（[2004], 132頁）も指摘するように、実証面での検証が必要である。 
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21 染谷教授（[1985], 168頁）。 
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